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はじめに

国土技術研究会は，国土交通省の前身の一つで

ある旧建設省が内務省であった昭和２２年から「直

轄技術研究会」として始まっており，今回で６４回

目を迎えます。平成１３年度より「国土技術研究

会」と名称変更し，毎年秋に開催しています。

本研究会では，本省，地方整備局，地方航空

局，試験研究機関等の職員各々が，社会資本整備

における中長期的または緊急的に取り組むべき技

術的な課題に対して，各々が携わる事業の現場経

験を通じた創意工夫や技術開発，設計・施工・維

持管理時の改良改善等の実施状況について，技術

発表やディスカッションを行うことにより，技術

者の技術力の向上・研鑽を図ることを目的として

います。

主な発表者・参加者は，各地方整備局などの若

手技術者（各地方整備局等における技術発表会で

選抜された優秀者等），土木研究所などの研究機

関の研究者，本省職員，大学の研究者および一般

の聴講者です。

平成２２年度 国土技術研究会の
概要

平成２２年度の国土技術研究は１０月２８日（木）・

２９日（金）の２日間にわたって開催され，約６３０

名の参加がありました。開催に先立つ竹歳誠事務

次官からの主催者挨拶においては，技術力や行政

力の向上をより良い国土形成・保全に繋げていく

ことの重要性が伝えられました（写真―１，２）。

発表課題は，指定課題，自由課題５部門（安

全・安心，くらし・活力，環境，イノベーショ

ン，アカウンタビリティ部門）および建設技術研

平成２２年度 国土交通省
国土技術研究会の開催について

やながわ たくろう

国土交通省大臣官房技術調査課 柳川 拓郎

写真―１ 竹歳事務次官挨拶 写真―２ 発表風景
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表―１ 発表課題一覧
�� 自由課題（一般部門）（１日目）
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�� 自由課題（イノベーション部門）（１日目）
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